


















































Meet the Musicians 楽団員紹介

大和田 ルース
Ruth Owada

［第1ヴァイオリン奏者］ 1987年11月入団

趣味：旅行、言語習得

インタビュー：事務局 

ヴァイオリンとピアノと
7歳のときにピアノをはじめ、10歳のときに、同
級生がケースを持って校内を移動していたのに
憧れて、ヴァイオリンを始めました。そこからは
二刀流。王立音楽大学もヴァイオリンとピアノの
ダブル専攻で卒業しました。その後3年間は寄
宿学校の音楽教師として子どもたちにヴァイオ
リンやピアノを教えました。学校に世界中から生
徒が集まっていたので、次第に「私も海外に行っ
てみたい」と思うようになり、その後ドイツの
パッサウ市立歌劇場管弦楽団に入団。私はヴァ
イオリン奏者でしたが、オーディションなどでピ
アノの伴奏もしていました。そこで「伴奏のお礼
に」と毎回おいしいケーキをくれていたのが、今
の夫（大和田浩明：現パーソネル・マネージャー）
です（笑）。夫が日本に戻る際に一緒に来日し、東
京交響楽団に入団しました。

住めば住むほど
　入団は11月。すぐに「第九文化」の洗礼を受け
ました。ヨーロッパは日本ほど頻繁に《第九》を
演奏しないので、とても緊張したのを覚えていま
す。今ほど便利な時代ではなかったので、買い物
一つするのも一苦労。音楽以前に生活に慣れる
ことが大変でしたが、楽員でドイツ語を話す人が
とても多かったので、随分と助けてもらいまし
た。オーケストラが無ければ、日本から逃げ出し
ていたかもしれません。22時まで明るいイギリ
スや、ゴキブリがいないドイツも好きですが、今
となっては日本が一番居心地が良いです。定年
を迎えたら、夫はヨーロッパで暮らしたいと考え

ていたようですが、私が「このまま日本にいた
い！」と懇願したので、話し合いの結果日本に残
ることになりました（笑）。
母国語は英語、職場は日本語、そして家ではドイ
ツ語で生活をしています。日本語とドイツ語は今
も勉強中。もともと語学を学ぶことが好きで、こ
れまでにフランス語、イタリア語、スペイン語も
勉強しました。言葉はどれだけ勉強しても終わり
がないので、まだまだ興味がありますし、今後も
学び続けたいです。

母国イギリスの作曲家
　今回の「スペシャル・イギリスプログラム」でも
取り上げるエルガーは、大好きな作曲家の一人。
学生時代から、オーケストラとしても沢山の曲を
演奏しましたし、《ゲロンティアスの夢》では合唱
にも取り組んだこともあります。今回のプログラ
ムも思い出の曲ばかり。とても楽しみです。

©N.Ikegami

イギリス出身、常に学び続けるヴァイオリニスト

エルガーの家を訪れて。
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　ワーグナーの楽劇《トリスタンとイゾルデ》
（初演：1865）の元のお話は、中世フランスの
物語であり、その源はケルト人の伝承に遡ると
いう。イゾルデ【Isolde】の名も元を辿ればイ
ズー【Iseut】であり、ケルトの代表的な綴りに
戻せば【Yseut】になる。
　「Yの字が頭に来るのはケルトの証。メーテル
ランクの戯曲『ペレアスとメリザンド』（1893）
が時代も場所も不鮮明な中、一点、子供イ
ニョールド【Yniold】のスペリングから、作者が
ケルト民族を想定したと推測される」－　これ
は音楽学者スミスが紹介する解釈だが、この一
文を目にして以来、筆者の脳内では、独語の楽
劇と仏語の戯曲が強く響き合うようになった。
事実、《トリスタン》も『ペレアス』も、年かさの
夫が、若い妻と身近な青年（甥や異父弟）の不
倫に苦しむ顛末を描くもの。2作は魂の深いと
ころで繋がっている。
　実は、この10月、指揮者ジョナサン・ノットが
《トリスタンとイゾルデ》を振るにあたり、全曲
を2回に分けて演奏すべく、初日のカップリン
グに選んだのが、シェーンベルクの交響詩《ペレ
アスとメリザンド》（1905）である。マエストロ
の心でこの二作が呼応したことは疑うべくもな
いが、シェーンベルクも、この交響詩でワーグ
ナーへの憧憬の念を隠そうともしないから面
白い。《トリスタン》の名場面〈愛の死〉に現れる
特徴的な装飾音型が、《ペレアス》のそこかしこ
で鳴り響くとき、名作が名作に与える影響のほ
どに、客席の我々も深く感じ入ることだろう。
　さて、その《トリスタン》だが、有名な前奏曲
から上述の〈愛の死〉まで、ワーグナーが一貫し
て描く感情がある。それが、「もどかしさ」であ
る。騎士トリスタンと王妃イゾルデの愛は尽き

『ワーグナー：トリスタンとイゾルデ（演奏会形式）』特集①

東京交響楽団
《トリスタンとイゾルデ》に寄せて
岸 純信（オペラ研究家）

せぬもの。何しろ、恍惚が絶頂に至ったかと
思った途端、次の音型がさらなる高みへと導く
ので、音による愛の交歓が果てしなく続くの
だ。気づかず口にした媚薬のせいで、二人の情
熱はとどまるところを知らずにいる。それだけ
に、ワーグナーが求める声の力も「人一倍の逞
しさ」や「厚み」を備えたものになり、終わりの
ない愛の道行きが、歌のエネルギーでこれでも
かと表現されるのである。
　今回、ノットが主役に選んだのは、若々しい
響きを誇る二人の名歌手たち。テノールのブラ
イアン・レジスターの力強くも艶やかな高音
域と、ソプラノのリサ・リンドストロームの明る
く張りのある声音が、東京交響楽団の盤石の
支えのもとで熱く絡み合う瞬間が、今から楽
しみである。

◇公演情報◇

10/9（金） ミューザ川崎シンフォニーホール／18:30
10/11（日） サントリーホール／14:00

シェーンベルク：交響詩「ペレアスとメリザンド」
ワーグナー：楽劇「トリスタンとイゾルデ」
                第1幕〈演奏会形式〉

ワーグナー：楽劇「トリスタンとイゾルデ」
　　　　　 第2幕、第3幕〈演奏会形式〉

トリスタン：ブライアン・レジスター
イゾルデ：リサ・リンドストローム
ブランゲーネ：クラウディア・マーンケ
マルケ王：ミハイル・ペトレンコ
クルヴェナール：ダニエル・シュムッツハルト
水夫、メロート、牧童：アンジェロ・ポラック
舵手：高田智士　演出：彌勒忠史　合唱：新国立劇場合唱団

指揮：ジョナサン・ノット

第
一
週

10/15（木） ミューザ川崎シンフォニーホール／18:30
10/17（土） サントリーホール／14:00

第
二
週
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ニコニコ生放送で約20万人が視聴！
「ミューザ川崎シンフォニーホール＆東京交響楽団 Live from Muza!」

NEWS & TOPICS

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係る政府の基本方針の決定等を受けて開催中止し
た、「3月8日（日）名曲全集 第155回」と「3月14日（土）モーツァルト・マチネ第40回」。
代わって「ニコニコ生放送」にて楽団史上初無観客ライブ無料配信を行いました。
初回の名曲全集ライブ放送終了時点では、なんと約10万人が視聴、二回目のモーツァルト・マチ
ネでも、約8万人が視聴し、多くの反響が寄せられました。

新 入 団 2020年4月1日

溝根 慎吾  Shingo Mizone [ホルン奏者]

楽 団 人 事 2020年3月3日付

新澤 義美   Yoshimi Niizawa
[ティンパニ&打楽器奏者]

1986年1月に入団し、35年
にわたり活躍しました。
2020年3月3日付で定年を
迎え、再雇用契約にて引き続
きティンパニ&打楽器奏者と
して活動いたします。

2020年4月1日

助川 龍  Ryu Sukegawa [客演首席コントラバス]

観客のいない演奏会本番中。息遣いから雑談まで、普段は聞こえ
ない音もホールに響きます。

「ニコニコ生放送」技術スタッフがライブをサポート。

視聴者のコメントが画面上に流れる「ニコニコ生放送」。本番前
の楽員もコメントに興味深々。

演奏中にも声援コメントが飛んでくるのはニコニコ生放送ならで
は。演奏が終わると画面上は「88888」（「パチパチ」、拍手の意）
の文字で埋め尽くされました。

2020年4月13日

小川 博司  Hiroshi Ogawa [事務局 企画制作本部]
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4月上旬より順次発送中

現在製作中

Live from Muza! CD発売決定！
東京交響楽団のライブＣＤを数多く手掛けている株式会社オクタヴィア・レコードが、「ミューザ
川崎シンフォニーホール＆東京交響楽団 Live from Muza!」2公演を録音・制作し、発売いたしま
す！東響SHOPでも販売予定。是非お立ち寄りください。

曲目：ドビュッシー：牧神の午後への前奏曲　
　　  ラヴェル：ピアノ協奏曲ト長調
　　  サン＝サーンス：交響曲第３番 「オルガン付き」

管弦楽＝東京交響楽団

1：名曲全集第155回

指揮＝大友直人　
ピアノ＝黒沼香恋
（ミューザ・ソリスト・オーディション2017合格者）

オルガン＝大木麻理
（ミューザ川崎シンフォニーホールオルガニスト）

曲目：モーツァルト：フルート四重奏曲 第3番
　　  モーツァルト：交響曲 第35番「ハフナー」

管弦楽＝東京交響楽団

2：モーツァルト・マチネ第40回

指揮＝原田慶太楼
フルート：八木瑛子（首席フルート奏者）
ヴァイオリン：水谷晃（コンサートマスター）
ヴィオラ：武生直子（首席ヴィオラ奏者）
チェロ：伊藤文嗣（首席チェロ奏者）

■無観客ライブ無料配信「東京交響楽団 Live from Muza!」
購入は
こちらから

最後はみんなで画面の向こうのお客様に手を振って挨拶。やり切ったような、すがすがしい笑顔です。
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NEXT PROGRAM

ボッケリーニ（ベリオ編曲）：マドリードの夜の帰営ラッパ
ベルク：ヴァイオリン協奏曲「ある天使の思い出に」
ベートーヴェン：「フィデリオ」序曲
ベートーヴェン：第1番、第2番、第3番

S￥7,000　 A￥6,000　B￥5,000　C￥4,000　Ｐ￥2,500

第680回 定期演奏会
（土）5/30 6:00p.m. サントリーホール

指揮：下野竜也　ヴァイオリン：南紫音
5/31（日） 新潟定期演奏会 第115回 5:00p.m.  “りゅーとぴあ”コンサートホールも同プログラムで開催

下野竜也コメント

　四半世紀前、当時、音楽監督の秋山和慶先生の練習を見学する為に、足繁く
通った東京交響楽団練習場。古典から現代音楽まで広範なレパートリーをど
んどん仕上げて行く先生の凄さと東響の凄まじい集中力にいつも圧倒されて
いました。しかし一旦休憩となると和気藹々としたアットホームな空気。片隅
で見学していた東響の指揮台に立たせて頂く事は、緊張と共に喜びに満ち溢
れています。
　18年振りの定期演奏会。全てBで始まる綴りの作曲家の作品を並べました。
ベートーヴェン不屈の精神の産物、序曲4曲を一編に。量的には、カツ丼4杯を
連続で食べて頂く感覚ですが。ベートーヴェンの一度生まれた音楽（生命）を
大切に大切に吟味した彼の足跡を感じて下さい。
　ボッケリーニの作品は、あっけらかんとした曲想の中に巧みなベリオの技術
が垣間見えます。カツを4段に重ねて提供している様な料理ですが、よく味わ
うと、量だけでない繊細な味付けを堪能して頂けると思います。
　ベルク。最愛の人がこの世を去ったと思ってその響きを浴びてみて下さい。
話す事の出来ない外国語による映画を字幕無しで観ている様な感じで接して
みて下さい。きっと何かが皆さんの心に伝わると信じています。南紫音さんの
素敵なヴァイオリンを私も楽しみにしています。
　会場でお目に掛かりましょう。

30



　1946年、第二次世界大戦によって中断された音楽文化の再建と、
新しい舞台音楽の公演を目標に「東宝交響楽団」として創立。1951
年に東京交響楽団に改称し、現在に至る。
　現代音楽やオペラの初演に定評があり、これまでに文部大臣賞、
京都音楽賞大賞、文化庁芸術作品賞、モービル音楽賞、サントリー音
楽賞、川崎市文化賞など日本の主要な音楽賞の殆どを受賞。2020
年3月第32回ミュージック・ペンクラブ音楽賞「オペラ・オーケストラ
部門」「室内楽・合唱部門（東響コーラス）」をW受賞した。
　2014年度シーズンより、ジョナサン・ノットが第3代音楽監督に就
任。音楽監督と共に3年がかりで取り組んだ「モーツァルト 演奏会形
式オペラシリーズ」や、ミューザ川崎シンフォニーホール開館15周年
記念公演《グレの歌》はいずれも高い評価を得た。2019年にはジョナ
サン・ノット指揮『マーラー：交響曲第10番＆ブルックナー：交響曲第
9番』が第31回「ミュージック・ペンクラブ音楽賞優秀録音作品賞」を
受賞。音楽誌「音楽の友」の『41人の音楽評論家・記者が選ぶ「コン
サート・ベストテン2019」』にて、最多3公演が選出され注目を集めた。
　ITへの取り組みも積極的で、「VRオーケストラ」や「LINEチケット」
の導入、日本のオーケストラとして初の音楽・動画配信サービス
『TSO MUSIC&VIDEO SUBSCRIPTION』をスタートし注目を集
める。また、録音や放送においても活発で、テレビ朝日「題名のない
音楽会」へレギュラー出演や、TOKYO SYMPHONYレーベル、N&F
レーベル、キングレコード、EXTONレーベル、日本コロムビア等か
らCDを多数リリースしている。
　舞台芸術創造活動活性化事業として文化庁の助成を受け、サント
リーホール、ミューザ川崎シンフォニーホール、東京オペラシティコン
サートホールで主催公演を行うほか、川崎市とフランチャイズ、新潟
市と準フランチャイズ、（公財）八王子市学園都市文化ふれあい財団
とパートナーシップ提携し、コンサートやアウトリーチなどを積極的
に展開している。これら地域に密着した活動の一方で、海外において
もウィーン楽友協会での公演や日中平和友好条約締結40周年記念
公演等58都市で78公演を行い、国際交流の実を挙げてきた。
　また、新国立劇場では1997年の開館時からレギュラーオーケスト
ラとして毎年オペラ・バレエ公演に出演。さらに、子どものための演奏
会にもいち早く取り組んでおり、「0歳からのオーケストラ」「こども定
期演奏会（サントリーホールとの共催）」は多方面から注目されている。
　東日本大震災を機に、2011年5月から楽団員によるチャリティコ
ンサート「Concert For Smiles」を定期的に開催。その募金は（公
財）国際開発救援財団を通じて被災地に役立てられている。
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Jonathan Nott began his tenure as the 3rd Music Director of 
the Tokyo Symphony　Orchestra in 2014 season. In March 
2020, Mo. Nott and the Orchestra won the Music Pen Club 
Japan Award for Opera & Orchestra category and Tokyo 
Symphony Chorus, Orchestra’ s amateur chorus also won the 
prize for Chamber & Chorus category. 
Highlights of past seasons with Mo. Nott include Symphony 9 
by Beethoven Gurre-Lieder by Schoenberg celebrating 15th 
Anniversary of Muza Kawasaki Symphony Hall, TSO’ s home 
and Mozart’ s Da Ponte Operas in concert style. In 2018, TSO 
launched “TSO Music & Video Subscription”, first-ever digital 
project in Japanese Orchestras, which provides live-concert 
video and music as well as CD recording. 
Outside of Japan, the orchestra has performed 78 concerts in 
58 cities since 1976. In 2016, the Tokyo Symphony Orchestra 
celebrated its 70th anniversary and took a European tour 
including the concert at Musikverein Großer Saal in Vienna 
with Mo. Nott. In August 2018, in commemoration of the 40th 
anniversary of the Conclusion of the Treaty of Peace and 
Friendship between Japan and China, the Orchestra had 
concerts in Shanghai and Hangzhou and received high praise. 
The Tokyo Symphony Orchestra was founded in 1946 and has 
a reputation for giving f irst per formances of a number of 
contemporary music and opera. Through these activities, the 
orchestra has received most of Japan’ s major music awards 
such as the Minister of Education Award, the Grand Prix of 
Kyoto Music Award, Mainichi Art Award, Agency for Cultural 
Affairs Art Award, Suntory Music Award and Kawasaki City 
Culture Award.
Since becoming the resident orchestra of the City of Kawasaki 
in 2004, a semi-resident orchestra agreement with the City of 
Niigata in 1999, and a partnership agreement with Hachioji 
College Community & Culture Fureai Foundation in 2013, the 
orchestra has been enthusiastic for school concerts and 
community concerts. The Tokyo Symphony Orchestra has 
been regularly performing various operas and ballets at the 
New National Opera Theatre, Tokyo since its opening in 1997.

公式サイト
http://tokyosymphony.jp

このプログラムは見やすさ・読みやすさに配慮したユニバーサル・デザインフォントを使用しております。

マエストロ・シート
【5組10名の小・中・高校生無料ご招待】

1か月
500円
（税別）

音楽・動画配信サイト
「TSO MUSIC & VIDEO
SUBSCRIPTION」

©N.Ikegami
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